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＜連絡事項＞

· 小保内　千夏様　母より経済的事情により退院希望あり。本日16：00～家族面談予定　　　　　　　　　父も来院します。

· 青木　君夫様　　お金（水道・光熱費）の事やその他家の事について等、PSWと話した　　　　　　　　い事があると希望あり。明日11/1午後にPSWが本人と話しをしに来ま　　　　　　　　すが、その際病棟スタッフも一緒に入って下さい。

· 大橋　照子様　　11/1（土）スタッフ付き添いで外出する予定になっていましたが（買　　　　　　　　い物）本人どうするか迷っています。明日再度本人に確認しましょう。

· 11/3　の昼食にお寿司が出ますが、別盛りの方とちらし寿司の方の食券が届いています。

　　　　昼食時患者様に渡して下さい。ホワイトボードのところにあります。

・糸山　タケ様　　　訪問看護（五福）より娘様と連絡のつく時間帯を確認して欲しいとの事で下が、娘様より平日の12：00～13：00　夜は18：00以降なら連絡がつくという事で五福へメールしています。

　　　　　　　　　　ヘルパー利用の為、ヘルパーさんが本人と娘様と顔合わせしたいという事で良い日を確認して欲しいということでしたが、娘様より　　11/4(火) 18：30が良いと希望あり。ＰＳＷへ伝えています。

・清水　進様　　　　歯科診察でしたが、拒否されています。本日で終了の指示あり。

＜レ久・活動評価・検討＞

· 今週はスポーツがなかったので、1Ｗに1回程スポーツがあっても良いのではないか。

· ルールの難しいレクもあった。特にＡグループは分かりやすいものが良いのではないか。

· 小保内　千夏様の家族面談の結果

先日、面会に来た母より退院の希望あり、本日保護者である父と千夏様の姉と主治医面談行っています。本日母は来院せず。自宅では、自室にガムテープを張ったりし玄関からは出入りせず、自室から出入りしたりする。自室にこもっている。父とは目を合わせない等の精神症状あり、もう少し入院し治療させたいと希望。

主治医からは、経過から見て統合失調症ではないかと説明あり。今後治療とリハビリによって対人関係の構築や社会生活が円滑に送れる様になる可能性はあると説明あり。

　　姉は、母は千夏様の病気を良く理解していない為、治療の必要性について父と一緒に伝えることにすると話されています。

　　又、母様より来週眼科受診させたいと外出希望あり、その事も伝えています。11/2に父と姉とで母に千夏様の病気について説明してみるので、その際に眼科受診が本当に必要なのかも聞いて見るという事でした。以前から母は千夏様を連れ回す事があったようです。

　　面談終了後、千夏様には本日の面談では退院についてははっきり決まらなかった事、又、診察時にDrからも説明がある事伝えています。その後やや落ち着きない様子あり、自宅にも電話されたりしています。

　　症状や行動の変化に注意し、又入院治療の必要性を理解できるように説明していきましょう。

＜猪股ＤｒＮＣＰ評価＞

· 古川　富蔵様　食事も摂れており、入浴などもスムーズに行えるようになってきていま　　　　　　　す。声が小さく上手に話す事が出来ない為、他者とのコミュニケーショ　　　　　　　ンが円滑に行えない状況です。プログラム等を通し他者とコミュニケー　　　　　　　ションがとれるように援助していく必要あり。SSTの見学を勧めて見ま　　　　　　　しょう。

· 大橋　照子様　新しく転入してきた同室者が怖い、何されるかわからないという訴えは　　　　　　　まだ聞かれているが、以前のようにハイターを掛けられたという訴えは　　　　　　　聞かれません。服薬に付いての拒否的な訴えもなく服用はスムーズです。

　　　　　　　　症状の安定の為服服薬の重要性を繰り返し説明いていきましょう。

　　　　　　　　同室者とのトラブル等ないように、同室者に対しての恐怖感がとれるようにスタッフが間に入り自然に会話が交わされような関わりをしていきましょう。

・看護職者としての基本的な姿勢について

＜看護者の倫理綱領＞（日本看護協会2003年）読み合わせ。

前文　条文　解説3まで　次回続きを行う。

患者様と看護職者との信頼関係は、看護の専門職としての知識・技能・及び倫理的な態度・

姿勢・言動を通して構築される。患者様を尊重した態度、姿勢、言動とはどうあるべきな

のかについて今後もスタッフ間で考え、振り返りを行っていく。

